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私
た
ち
の
白
鷹
町
に
は
、
遥
か
む
か
し
か
ら
美
し
い
山
々
と
、
清
冽
な
流
れ
が
あ
っ
た
。
こ
こ
を
選
ん
で
生
活
の
本
拠
と
し
た
縄

文
人
は
、
我
々
の
祖
先
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
こ
か
ら
現
代
に
至
る
迄
の
数
百
の
世
代
に
、
祖
先
た
ち
は
必
死
に
生
活
を
い
と

な
み
、
遺
跡
と
伝
承
と
あ
ま
た
の
資
料
に
よ
る
、
か
が
や
か
し
い
歴
史
を
後
世
へ
の
お
く
り
も
の
と
し
た
。
遺
さ
れ
た
も
の
は
そ
れ

自
体
完
全
で
あ
り
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
素
材
を
選
択
し
、
適
所
に
配
し
、
一
編
の
通
史
を
な
す
こ
と
は
、
祖
先
の

歴
史
に
対
す
る
ふ
か
い
愛
情
と
、
執
拗
な
ま
で
の
努
力
と
、
手
続
き
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
も
な
っ
て
そ
こ
に
は
、
歴
史

に
対
す
る
普
遍
的
立
場
が
要
求
さ
れ
、
事
実
の
理
解
も
、
又
は
仮
説
を
設
定
す
る
に
し
て
も
、
地
域
の
人
々
の
共
感
を
喚
ぶ
こ
と
に

充
分
な
配
慮
を
怠
る
こ
と
は
、
祖
先
た
ち
の
歴
史
が
、
人
々
か
ら
離
れ
去
る
危
う
さ
を
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

町
史
は
一
つ
の
地
域
史
で
あ
る
。
小
地
域
の
歴
史
内
容
は
、
広
さ
も
深
さ
も
地
域
規
模
に
準
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
小
地
域
と
い

え
ど
も
一
つ
の
天
地
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
祖
先
た
ち
の
機
能
の
す
べ
て
、
行
為
行
動
も
無
限
の
も
の
を
持
ち
、
底
辺
に
は
常
に
よ
り

広
地
域
の
歴
史
と
、
有
機
的
な
か
か
わ
り
を
保
ち
な
が
ら
存
在
す
る
。 

 

白
鷹
町
の
誕
生
間
も
な
い
時
期
に
、「
白
鷹
町
郷
土
史
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
戦
後
、
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
興
味
と
研
究
の
、

時
代
的
な
高
ま
り
の
中
で
、
当
地
域
に
お
い
て
も
、『
荒
砥
町
誌
』（
昭
和
二
十
九
年
）『
鮎
貝
の
歴
史
上
巻
』（
昭
和
三
十
年
）
、
が
す

で
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
十
王
地
区
に
お
い
て
も
、
編
集
作
業
が
途
上
に
あ
っ
た
時
で
あ
る
。
地
域
の
歴
史
事
象
が
、
一
地
域
に
孤

立
し
て
発
生
し
、
進
展
を
み
る
こ
と
は
さ
ら
に
有
り
得
ず
、
必
ず
時
代
の
所
産
で
あ
る
限
り
、
よ
り
巨
視
的
立
場
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
要
求
の
最
小
の
限
界
と
し
て
、
旧
一
町
亓
ヶ
村
を
合
併
し
た
町
全
域
を
、
理
解
の
対
象
と
し
た
結
成
発
足
で
あ
っ
た
。
一
地
域

や
、
特
定
の
個
人
が
伝
え
る
資
料
が
、
如
何
に
豊
富
で
あ
っ
て
も
、
祖
先
た
ち
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。



た
と
え
小
片
の
資
料
と
い
え
ど
も
、
多
く
の
地
域
か
ら
多
彩
な
資
料
が
集
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
完
全
に
近
づ
く
こ
と
を

期
待
で
き
る
。
こ
の
期
待
を
目
標
に
し
た
研
究
会
は
、
会
員
相
互
の
交
流
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
、
一
般
へ
の
啓
蒙
を
呼
び
か

け
、
特
記
す
べ
き
数
々
の
事
業
の
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
っ
た
。
以
上
の
情
勢
の
な
か
で
、
蚕
桑
、
東
根
の
両
地
区
に
、
郷
土
史

編
纂
の
機
運
を
た
か
め
、
さ
ら
に
強
力
な
推
進
を
み
た
の
も
、
研
究
会
の
後
押
し
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
の
事
で
あ
っ
た
。
一
方
、『
萩

野
史
話
』
の
原
稿
も
ひ
そ
か
に
進
め
ら
れ
て
い
た
の
も
、
や
は
り
無
縁
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
『
滝
野
誌
』
（
昭
和
六
年

刊
）
を
加
え
る
と
、
各
地
区
の
郷
土
史
が
出
揃
う
状
態
と
な
り
、
今
こ
そ
、
各
地
区
郷
土
誌
を
綜
合
し
た
町
史
の
、
編
纂
の
機
運
と

条
件
が
、
い
よ
い
よ
緊
迫
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

町
史
編
纂
の
準
備
が
す
べ
て
整
い
、
亓
年
後
の
原
稿
完
成
を
目
指
し
、
原
稿
執
筆
者
三
名
、
協
力
員
一
一
名
の
委
嘱
が
な
っ
て
、

第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
の
末
で
あ
っ
た
。
作
業
は
ま
ず
、
資
料
の
整
理
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
各
地
区
公
民
館
に
は
旧
町
村
の
役
場
文
書
が
大
量
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
近
世
の
村
方
文
書
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

又
、
各
地
区
の
旧
家
の
所
蔵
文
書
は
、
大
部
分
が
近
世
文
書
で
あ
る
。
作
業
の
結
果
、
『
白
鷹
町
史
資
料
目
録
』
一
～
三
集
を
得
た
。

登
載
の
資
料
文
書
数
は
、
亓
、
亓
二
一
点
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
都
合
に
よ
っ
て
未
登
載
の
資
料
も
数
多
く
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
資
料

文
書
の
中
に
は
、
既
刊
の
各
地
区
郷
土
誌
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
貴
重
な
新
資
料
も
数
多
く
発
見
さ
れ
、
『
白
鷹
町
史
』

の
内
容
を
、
さ
ら
に
充
実
に
導
い
た
こ
と
は
、
大
き
な
収
穫
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
以
上
の
資
料
の
中
に
は
、『
山
形
県
史
』
近

世
資
料
１
（
資
料
篇
一
六
）
に
登
載
さ
れ
、
広
く
県
の
歴
史
学
の
た
め
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
も
、
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

郷
土
の
た
め
に
も
誇
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

資
料
の
整
理
は
、
関
係
者
の
未
熟
と
は
云
い
な
が
ら
、
容
易
な
作
業
で
は
な
か
っ
た
。
一
字
、
一
句
の
古
文
書
解
読
に
苦
労
し
た

こ
と
も
、
必
ず
尐
な
く
は
な
か
っ
た
。
然
し
、
苦
労
の
体
験
の
中
か
ら
、
編
集
の
目
が
尐
し
ず
つ
開
け
て
ゆ
く
喜
び
は
あ
っ
た
。
資



料
所
蔵
者
に
は
、
整
理
の
需
め
に
対
し
て
、
快
諾
と
協
力
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
後
も
、
編
集
者
が
数
回
に
わ
た

り
、
必
要
資
料
の
閲
覧
に
も
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
町
史
完
成
の
上
に
、
大
き
な
か
な
め
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
非
常
な

喜
び
で
あ
っ
た
。 

 

郷
土
の
祖
先
た
ち
の
、
長
い
歴
史
の
中
の
遺
産
を
調
べ
る
こ
と
は
、
戦
前
は
専
ら
郷
土
史
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
期
間
の
研
究
と
そ

の
執
筆
は
、
依
頼
に
よ
る
学
究
者
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
戦
後
、
地
方
史
と
言
わ
れ
、
最
近
で
は
地
域
史
と
呼
び
名
が
変
る
に
従
い
、

研
究
も
執
筆
も
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
地
域
史
の
研
究
に
は
、
実
際
、
そ
の
地
域
の
生
活
者
に
よ
る
理
解
が
、

最
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
一
つ
の
地
名
、
一
人
の
氏
名
、
固
有
名
詞
、
代
名
詞
も
、
地
域
生
活
者
の
理
解
が
、
よ
り
広
く
、

深
く
、
か
つ
具
体
的
と
な
り
、
ま
た
、
一
つ
の
事
象
か
ら
敷
衍
さ
れ
る
領
域
に
も
、
お
の
ず
か
ら
相
違
の
生
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
所
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
地
域
史
の
理
解
は
よ
り
限
ら
れ
た
小
地
域
、
即
ち
、
研
究
者
の
郷
土
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な

る
。 

 

当
町
史
の
執
筆
に
あ
た
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
地
域
に
生
れ
、
育
ち
、
然
か
も
同
地
域
に
お
け
る
長
期
の
生
活
体
験

者
で
あ
る
。
こ
の
点
、
執
筆
の
資
格
は
充
分
と
云
え
る
。
然
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
と
も
に
定
ま
っ
た
職
業
を
持
ち
、
地
域
史
の

理
解
に
必
要
な
知
識
に
と
ぼ
し
く
、
文
筆
の
能
力
も
不
足
で
あ
る
。
従
っ
て
、
郷
土
祖
先
の
遺
産
で
あ
る
歴
史
と
、
広
地
域
と
の
か

か
わ
り
、
時
代
的
な
一
般
性
へ
の
位
置
付
け
な
ど
、
全
く
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
有
形
、
無
形
の
も
の
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

学
問
の
裏
付
を
必
要
と
す
る
も
の
が
多
く
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
重
い
貟
担
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
最
初
か
ら
そ
の
任
に
充
分

な
疑
い
が
あ
り
、
今
日
の
成
果
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
菲
才
の
感
が
し
き
り
で
あ
る
。 

 

本
町
史
は
、
委
員
三
名
に
よ
る
共
同
執
筆
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
担
当
の
区
分
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。 

 

第
一
章 

 

白
鷹
の
自
然 

 

金
田 

 

章 



 

第
二
章 

 

原
始
時
代 

 
 

 

〃 

 
第
三
章 

 

古 
 

代 
 

 
 

〃 

 

第
四
章 

 

中 
 

世 
 

 
 

〃 

 

第
亓
章 

 

近 
 

世 
 

 

荒
川 

幸
一 

 

第
六
章 

 
近 

 

代 
 

 

奥
村 

幸
雄 

 

第
七
章 

 

現 
 

代 
 

 
 

〃 

 

第
八
章 

 

民 
 

俗 
 

 
 

〃 

 

な
お
、
右
の
う
ち
都
合
に
よ
っ
て
、
第
亓
章
近
世
第
三
節
藩
政
中
期
第
１
項
及
び
第
四
節
第
８
項
の
一
部
は
、
編
集
事
務
局
原
敬

一
が
執
筆
し
、
第
六
章
近
代
第
一
節
、
第
二
節
、
お
よ
び
第
七
章
現
代
第
亓
節
、
第
六
節
は
委
員
荒
川
幸
一
、
ま
た
第
六
章
近
代
第

十
節
、
第
七
章
現
代
第
七
節
（
第
１
・
２
項
は
、
奥
村
幸
雄
、
金
田
章
の
共
同
執
筆
）
は
委
員
金
田
章
が
執
筆
し
て
い
る
。
最
後
の

附
表
１
・
２
は
、
委
員
お
よ
び
協
力
員
、
編
集
事
務
局
の
共
同
に
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

町
史
の
編
集
に
あ
た
り
、
多
く
の
資
料
の
中
か
ら
取
捨
選
択
が
お
こ
な
わ
れ
る
時
、
必
ず
編
集
者
の
個
性
が
匂
う
。
尤
も
、
よ
り

よ
き
個
性
は
、
お
の
ず
か
ら
普
遍
性
の
備
わ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
戦
後
、
わ
が
国
の
歴
史
を
観
る
目
は
、
大
き
な
旋
回
を
と

げ
て
い
る
。
即
ち
、
歴
史
は
一
部
の
人
の
作
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
庶
民
の
生
活
力
の
中
か
ら
芽
生
え
、
そ
し
て
形
成
さ

れ
る
と
云
う
史
観
で
あ
る
。
こ
の
態
度
は
、
地
域
史
の
場
合
、
郷
土
の
祖
先
で
あ
る
庶
民
が
主
役
で
あ
る
限
り
、
特
に
要
求
さ
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
編
集
執
筆
に
あ
た
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
然
し
町
民
の
た
め
の
町
史
で
あ
る
た
め
に

は
、
郷
土
の
人
々
が
抱
く
祖
先
の
歴
史
に
対
す
る
夢
を
尊
重
す
べ
き
も
の
も
あ
り
、
資
料
の
取
り
あ
げ
方
に
も
、
各
地
区
の
平
均
化

を
考
慮
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 



 

町
史
の
原
稿
は
、
予
定
さ
れ
た
亓
十
年
度
末
に
大
凡
が
完
了
し
、
執
筆
者
は
大
き
な
安
堵
感
に
浸
っ
た
。
そ
れ
も
束
の
間
、
執
筆

の
不
備
に
気
付
き
、
歎
息
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
校
正
の
段
階
に
あ
た
り
、
訂
正
も
補
筆
も
可
能
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
枠
を
越
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
つ
い
に
、
不
備
の
誹
り
の
免
か
れ
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。 

 

こ
の
町
史
が
計
画
さ
れ
た
時
か
ら
、
原
稿
が
完
成
し
て
活
字
に
な
る
迄
の
間
、
実
に
多
く
の
方
々
か
ら
、
好
意
と
指
導
と
鞭
韃
を
、

公
私
と
も
に
惜
み
な
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
編
集
執
筆
に
携
っ
た
者
と
し
て
、
深
く
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
山
形
大
学
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
県
史
編
さ
ん
室
の
各
先
生
、
米
沢
市
立
図
書
館
、
山
形
大
学
附
属
郷
土
博
物
館
、
県
立
博
物

館
、
ほ
か
に
諸
先
学
の
著
書
に
貟
う
と
こ
ろ
は
極
め
て
大
き
く
、
又
、
地
域
の
方
々
に
は
直
接
に
、
間
接
に
、
非
常
な
お
世
話
い
た

だ
い
た
こ
と
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
特
に
、
資
料
所
蔵
の
方
々
の
協
力
に
対
し
、
い
よ
い
よ
感
謝
の
念
を
、
終
生
と
も
禁

じ
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
最
後
に
、
古
文
献
の
引
用
も
あ
り
、
不
慣
れ
か
つ
整
わ
な
い
わ
れ
わ
れ
の
原
稿
を
、
高
度
の
技
術
を
要
す

る
出
版
に
つ
い
て
、
立
派
に
刷
り
あ
げ
ら
れ
た
田
宮
印
刷
所
の
み
な
さ
ん
、
努
力
と
技
術
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
た
深
く
感
謝
申
し
あ

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
（
荒
川
記
） 
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ⓒ  白鷹町  1977 

    

白 

鷹 

町 

史 

下 

巻 

昭
和
亓
十
二
年
二
月
二
十
二
日
発
行 

白
鷹
町
史
編
纂
委
員
会 

白
鷹
町
史
編
集
委
員
会 
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行 

白

鷹
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山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三 

 

電 
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〇

二

三

八

八

（ ５ ）
二

一

一

一

（

代
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印
刷
所 

㈱ 

田 

宮 

印 

刷 

所 

山

形

市

六

日

町

四

番

三

号 

電

話

山

形

（ ２ ２ ）
八

一

二

四

代

） 

製 

本 

中 

山 

製 

本 

所 

 

編
さ
ん 


